


























































































































































































るようにするため、A １群 A ２群の人数の多い群から一名、B １群・B2 群人数の多い群か
ら一名を抽出し、分析を行うこととする。
表１ 学習者の記述による分類
分類 【①】「饅頭こわい」のオチを 【②】「桃太郎」のオチを 人数
予想して演じた後の記述 予想して演じた後の記述
A群 A1 演者の視点 聞き手の視点 ５
A2 演者の視点 ７














































































































































また、35NY と【②】の記述から、他の 2 人のオチに対する捉え方を知った上で、多様な
考えがあるということに気付いていることが分かる発話である。
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